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モニタリング計画モニタリング計画 強化の目的強化の目的

目的

・１、２号機タービン建屋の海側観測孔で採取した地下水から、高
濃度の放射性物質（50万Bq/Lのトリチウム及び1000Bq/Lのス
トロンチウム）が検出されたことから、これらの放射性物質の発
生源、拡散の状況を確認するため、海側観測孔周辺の地下水調査
を実施する。

・地下水に含まれる放射性物質による海洋への影響の有無を監視す
るため、１～４号機取水口付近の海水モニタリングを強化する。

・海洋への影響について評価するため、港湾内、港湾口、南北放水
口付近のモニタリングを強化する。
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モニタリング計画モニタリング計画 強化の考え方強化の考え方

高濃度の検出のあった海側観測孔周辺（東西南北）で追加のボーリ
ングを行い、地下水をサンプリングして放射性物質の拡散の状況を
把握する。

これまでの取水口前でのサンプリングに加えて、各号機取水口間の
護岸前に調査点を追加し、放射性物質濃度を監視する。

海洋への影響を評価するため、港湾内及び港湾口に調査点を追加し
、モニタリングを実施する。

これまでのセシウム中心のモニタリングに、トリチウム、全ベータ
放射能濃度、ストロンチウムを追加する。なお、監視はガンマ線放
出核種、トリチウム、全ベータにより行い、ストロンチウムについ
ては分析時間の短い全ベータ放射能（ストロンチウムを含む）によ
り監視し、分析に時間のかかるストロンチウムの測定は、月１回行
う。

なお、南放水口の全ベータなど、現在は検出がほとんど無いか、あ
るいは値が安定している調査点については、今後適宜頻度を見直し
ていく。
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モニタリングの強化（サンプリング箇所）モニタリングの強化（サンプリング箇所）

※1 天候により採取できない場合あり

6u 5u
1u 2u 3u 4u

1号機 2号機 3号機 4号機

海洋への影響をモニタリング

港湾内の放射能濃度の分布をモニタリング

港湾内への影響の監視

地下水濃度の監視

サブドレン（地下水）の監視

○は継続地点、△は今回調査した地点、
□は追加する地点を示す。

＊2 海側遮水壁工事の進捗により採取場所を変更

地下水観測孔No.2, No.3周辺の地点については現場状
況等により本数、位置の変更の可能性あり

○は継続地点、□は追加地点を示す。

※1

※1

※1

※2

No.1 No.２ No.3
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モニタリングの強化（分析項目、頻度）モニタリングの強化（分析項目、頻度）

γ線 3H 全ベータ Sr90 γ線 3H 全ベータ Sr90

1,2号機取水口間（表層） － － － －

1,2号機取水口間（下層） － － － －

１号機シルトフェンス内側

２号機シルトフェンス内側

1～4号機取水口内北側
※１ 毎日 １回／月 1回／週 ２回／月 毎日 1回／週 1回／週 1回／月

※６

１号機シルトフェンス外側

２号機シルトフェンス外側

2,3号機取水口間（表層） 1回／週 1回／週 1回／週 1回／月

3,4号機取水口間（表層） 1回／週 1回／週 1回／週 1回／月

３号機シルトフェンス内側

４号機シルトフェンス内側

３号機シルトフェンス外側

４号機シルトフェンス外側

1～4号機取水口内南側

物揚場前 毎日 － － － 毎日 1回／週 1回／週 1回／月

６号機取水口前 １回／週 － － － １回／週 1回／週 1回／週 －

港湾内西側※２

港湾内東側
※２

港湾口
※２

不定期
※３ － － － 1回／週 1回／週 1回／週 １回／月

5,6号機放水口北側 毎日 １回／月 １回／月 １回／月 毎日 1回／週 1回／週 １回／月

南放水口付近 毎日 １回／月 毎日 １回／月 毎日 1回／週 毎日 １回／月

地下水観測孔No.1（追加ボーリングを含む） － － － －
1回／週
（２回／

週
※５
）

1回／週
（２回／

週
※５
）

1回／週
（２回／

週
※５
）

1回／月

地下水観測孔No.2（追加ボーリングを含む）

地下水観測孔No.3（追加ボーリングを含む）

１号機サブドレン ３回／週 ２回／年 ２回／年 ２回／年 ３回／週 ２回／年 ２回／年 ２回／年

２号機サブドレン ３回／週 １回／月 １回／月 1回／月 ３回／週 １回／月 １回／月 1回／月

３号機サブドレン

４号機サブドレン

※1 海側遮水壁工事の進捗により，採取場所を変更
※2 天候により採取できない場合あり。
※3 取水口内へ船舶が出入りする場合に試料採取および測定を実施
※4 海側への漏えい監視はγ線、3H及び全βにて実施する。Srは告示濃度との比較、放出時の被ばく線量評価として実施する。
※5 １，２号機取水口間護岸の地盤改良対策完了までの監視強化
※6 Srは相関の高い全βで監視することとし、分析能力も考慮して見直した。

陸域
（１～４号機
タービン建屋
海側）

３回／週 ２回／年 ２回／年

1回／週－

２回／年３回／週 ２回／年 ２回／年 ２回／年

1回／週1回／週 －

1回／月
※６

1回／週
（3回／

週※５）
1回／月

－

－

1回／月

サンプリング箇所
今回変更内容

※４現行分析項目および頻度

毎日 －－ －

1回／週
（3回／

週※５）

1回／週
（3回／

週※５）

－－

1回／週毎日 1回／週

－－ －

－

1回／週

－

1回／週

1回／週1回／週

－ － 毎日 －－毎日

－

初回のみ

－－ －

－－ － 1回／週

毎日 －－

毎日

－

毎日 2回／月

－

－

毎日

南北放水口
付近

エリア

１～４号機
取水口付近

港湾内

ﾄﾘﾁｳﾑ(3H) ﾄﾘﾁｳﾑ(3H)
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[[参考参考] ] １～４取水口北側海水における１～４取水口北側海水におけるSrSr--9090と全と全ββの相関の相関

 Sr-90は純β核種なので、全β濃度に含まれる。

 全β中のSr-90濃度の比率については、時間経過と共に半減期の短いβ核種の
Sr-89（半減期約５１日）などは減衰して寄与が小さくなり、半減期の長いSr-
90（半減期約２９年）などの寄与が大きくなる。

 これまでの測定結果のうち、Sr-89が減衰して全βとSr-90濃度比が安定して
いる期間(H23年１1月以降）のデータを見ると、両者には良い相関がある。

図　１～４号取水口北側海水のSr-90と全βの相関 y = 2.0458x + 16.624
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遮水壁進捗状況と海水サンプリング地点について遮水壁進捗状況と海水サンプリング地点について

鋼管矢板打込み完了（6/20現在）

×

1～4号機取水口北側（現在）

シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス

◎

1～4号機取水口北側（候補）

海水サンプリング地点＜1～4号機取水口北側＞については、遮水壁工事の進捗に伴い閉塞域になりつつ

あることから、位置を変更することとし、現在の地点も並行して測定して評価後、変更する。
候補地点：東波除堤先端（現在のサンプリング位置の対岸）

写真撮影方向

鋼管矢東波除堤

１～４号機取水口北側の状況


